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平
成
２６
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

９１
億
８
６
０
０
万
円
と
し
、
前
年
度
比

２
億
５
６
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
増
額
の
主
な
理
由
は
、
平
成
２６

年
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
引
き
上
げ

に
伴
い
、
国
の
施
策
と
し
て
低
所
得
者

に
与
え
る
影
響
や
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
影
響
等
を
考
慮
す
る
た
め
、
簡
素
な

給
付
措
置
と
し
て
当
初
予
算
に
編
成
さ

れ
た
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

財
源
に
お
い
て
は
、
町
税
の
伸
び
悩

み
や
各
種
交
付
金
の
減
額
が
あ
り
ま
し

た
が
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
の
補
助

金
等
の
活
用
な
ど
に
よ
り
所
要
の
一
般

財
源
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

自
主
財
源
の
乏
し
い
本
町
に
お
い
て
は

今
後
の
動
態
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。

障
害
者
福
祉

　

介
護
給
付
費
・
訓
練
等
給
付
費

　
　
　
　
　
　

４
億
３
６
０
９
万
円

高
齢
者
福
祉

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

　

委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
０
万
円

児
童
福
祉

　

児
童
手
当

　
　
　
　
　
　
　

５
億
６
６
４
万
円

都
市
計
画

　

武
州
長
瀬
駅
北
口
周
辺
地
区

　

整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

１
億
２
３
１
１
万
円

教
育
施
設
整
備

　

泉
野
小
学
校
消
防
・
放
送
設
備

　

改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
６
７
万
円

　

毛
呂
山
中
学
校
大
規
模
改
造

　

工
事
設
計
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
０
１
万
円

一般会計予算
９１億８，６００万円

賛成多数可決

３月議会
定例会

　

平
成
２６
年
３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
３
月
２０
日
ま
で
、
１８
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
の
議
案
は
、
条
例
の
一
部
改
正
５
件
、
規
約
の
変
更
１
件
、
補
正
予
算
６
件
、

当
初
予
算
６
件
、
契
約
の
締
結
１
件
、
町
道
の
廃
止
・
認
定
各
１
件
、
人
事
１
件
、
請

願
１
件
、
議
員
発
議
１
件
、
報
告
１
件
、
合
計
２５
件
が
上
程
さ
れ
慎
重
な
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
１１
名
の
議
員
が
登
壇
し
活
発
な
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

【
平
成
２６
年
度
主
要
事
業
】

歳 出歳 入

予備費 0.1％

総務費 13.1％

民生費 36.7％

衛生費 8.1％

土木費 11.2％
消防費 6.8％

教育費 10.0％
公債費 8.9％

諸支出金 1.9％ 議会費 1.3％

労働費 0.3％ ※災害復旧費 0％農林水産業費 1.0％

商工費 0.6％

町税 39.6％

その他 0.9％

町債 7.6％

県支出金 6.7％

繰入金 4.0％
地方消費税交付金 3.9％

分担金及び負担金 1.2％ 諸収入 1.1％
繰越金 1.6％

地方交付税
20.1％

ゴルフ場利用税
交付金 0.8％

使用料及び手数料
0.8％

国庫支出金
10.8％

地方譲与税 0.9％
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平成２６年度

藤
岡 

健
司 

議
員

　年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
人

が
増
え
、
９０
年
代
以
降
の
長
期

不
況
と
１０
年
以
上
の
所
得
の
減

少
は
、
町
民
の
生
活
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
ま
す
。
町
の

農
業
は
、
ま
だ
ま
だ
成
長
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
予
算
で
す
。

農
業
を
成
長
さ
せ
る
た
め
、
農

業
塾
な
ど
は
解
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
方
法
に
懸
念
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
川
角
学
童
保
育

所
の
修
繕
の
予
算
に
は
、
疑
問

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
長
瀬
駅

の
橋
上
駅
舎
に
つ
い
て
は
、
町

民
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
北
口
周
辺
事
業

も
一
概
に
反
対
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
予
算
を

町
民
の
た
め
に
使
え
ば
、
よ
り

良
い
予
算
と
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
地
域
見

守
り
に
つ
い
て
、
高
齢
化
が
進

ん
で
は
手
遅
れ
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
早
急
に
地
域
に
知
ら

せ
て
、
地
域
見
守
り
の
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。　現

在
、
親
の
雇
用
破
壊
で
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
子
ど
も
の
貧
困

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
教
育
に

つ
い
て
は
、
町
も
よ
く
や
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
教
職
員

の
多
忙
化
や
い
じ
め
や
不
登
校

や
教
育
の
か
た
よ
り
な
ど
、
こ

れ
は
、
社
会
的
な
現
象
の
影
響

も
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
は
解
決

し
ま
せ
ん
が
、
国
の
押
し
進
め

る
教
育
改
革
に
は
反
対
で
あ
り

ま
す
。

小
峰 

明
雄 

議
員

　町
の
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ

ら
れ
た
﹁
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
文

化
都
市
﹂
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、
若
い
人
達
の
活
力
が

大
切
で
あ
り
、
本
町
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
の

た
め
に
も
、
教
育
環
境
の
整
備

と
充
実
は
町
行
政
に
お
い
て
非

常
に
重
要
な
位
置
づ
け
に
な
っ

て
く
る
と
一
貫
し
て
申
し
上
げ

て
参
り
ま
し
た
。
平
成
２６
年
度

の
一
般
会
計
予
算
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
、
９１
億
８
６

０
０
万
円
の
予
算
と
な
り
、
そ

の
内
教
育
費
の
内
容
は
、
泉
野

小
学
校
消
防
・
放
送
設
備
改
修

事
業
や
毛
呂
山
中
学
校
大
規
模

改
造
工
事
設
計
業
務
委
託
料
、

図
書
館
ト
イ
レ
洋
式
化
改
修
工

事
等
の
教
育
施
設
の
整
備
・
改

善
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
学
力
向
上
支
援
員

や
児
童
生
徒
支
援
員
、
不
登
校

対
策
相
談
員
の
配
置
等
、
引
き

続
き
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
と

安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る

こ
と
に
配
慮
し
た
予
算
で
あ
る

と
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
教
育
環
境
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
は
、
将
来
の
毛
呂
山
町

を
担
う
子
ど
も
達
の
成
長
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
り
、
必
ず
や

町
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
厳

し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
将
来
の
児
童
生
徒
数

や
教
育
施
設
の
修
繕
計
画
等
を

分
析
し
、
計
画
的
な
教
育
施
設

の
整
備
に
努
め
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
少
子
化
対
策
と
し

て
子
育
て
支
援
の
面
で
も
、
こ

ど
も
医
療
費
の
継
続
・
妊
婦
健

診
委
託
料
の
継
続
等
予
算
計
上

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
以
上
の
こ

と
か
ら
本
予
算
は
、
限
ら
れ
た

財
源
を
費
用
対
効
果
の
観
点
か

ら
効
率
良
く
配
分
し
、
教
育
施

設
や
子
育
て
支
援
の
充
実
を
目

指
し
た
予
算
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
賛
成
い
た
し
ま
す
。

一

般

会

計

予

算

討

論

反
対
し
ま
す

賛
成
し
ま
す

平成２６年度開通を目指す野久保線

武州長瀬駅舎
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平 度成 年２６

介護保険特別会計

国民健康保険特別会計

歳入歳出２１億７，４８１万円（１３.３９％増）

　介護保険は、要介護認定を受けた方に対して必要

な保険給付を行うとともに、介護予防を推進するた

めに運動教室などの地域支援事業を実施しています。

◎主な歳入・歳出
○歳入
　支払基金交付金

６億６０８万円
　保険料

４億３，５８５万円

○歳出
　保険給付費

２０億７，７２２万円
　地域支援事業費

４，０６３万円
（賛成多数可決）

歳入歳出４５億１，７７１万円（１.１５％増） 収益的収入及び支出

　国民健康保険は、被保険者の疾病、負傷、出産等

に対し必要な保険給付を行い被保険者の健康を支え

ています。

◎主な歳入・歳出
○歳入
　国民健康保険税

８億９，５４６万円
　国庫支出金

９億７，１７３万円
　療養給付費等交付金

１億９，８４４万円
　県支出金

２億３，１６９万円
　共同事業交付金

５億６，９６９万円

○歳出
　保険給付費

３０億７，３９２万円
　後期高齢者支援金等

５億８，９１８万円
　前期高齢者納付金等

４３万円
　介護納付金

２億３，５７１万円
　共同事業拠出金

５億３，４８５万円
（賛成多数可決）

　収益的収入　　　　８億２，５２１万円

　収益的支出　　　　７億５，１５４万円

　損益勘定（純利益）　　　５，５２５万円

資本的収入及び支出

　資本的収入　　　１億１，０９３万円

　資本的支出　　　４億８，７９２万円

　収入額が支出額に対して不足する額３億７，６９９万
円は補填財源をもって補填します。

（賛成多数可決）

水道事業会計

歳入歳出３億２，４７０万円（７.４０％増）

　埼玉県内の全市町村が加入している埼玉県後期高

齢者医療広域連合と市町村が連携し事務を行ってい

ます。町では、受付窓口業務と後期高齢者医療保険

料の徴収業務を担当しています。

◎主な歳入・歳出
○歳入
　後期高齢者医療保険料　　　　２億４，４４１万円
○歳出
　後期高齢者医療広域連合納付金　　３億７５６万円

（賛成多数可決）

後期高齢者医療特別会計

歳入歳出２，８５７万円（２.４６％増）

　農村地域における生活環境の整備と河川や用水路

などの水環境の保全を目的とした事業。

◎主な歳入・歳出
○歳入
　一般会計繰入金　　　　　　　　　１，９９９万円
○歳出
　事業費（委託料等）　　　　　　　　１，２５７万円

（全員賛成可決）

農業集落排水事業特別会計
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平 度成 年２５

予算総額４５億５，９１１万円

歳入歳出それぞれ３，４５１万円を減額
◇ 主な内容 ◇
　保険給付費の見込み額を算定し療養諸費を増額し、保険給付費支払基金繰入金を減額
　国保連合会からの算定資料を基に共同事業拠出金を減額

（全員賛成可決）

国民健康保険特別会計　（第３号）

予算総額３億８万円

歳入歳出それぞれ１４４万円を減額
◇ 主な内容 ◇
　埼玉県後期高齢者医療広域連合からの算定資料及び事務費等の見込み額を算定し、総務費及び後期高齢者
　医療広域連合給付金を減額

（全員賛成可決）

後期高齢者医療特別会計　（第２号）

予算総額１９億２，１２７万円

歳入歳出それぞれ４，７１２万円を減額
◇ 主な内容 ◇
　保険給付費の支払見込み額を算定し、介護サービス等諸費を減額及び、地域支援事業費等を減額

（全員賛成可決）

介護保険特別会計　（第２号）

全員賛成にて可　決

予算総額１０１億７，２１２万円

歳入歳出５億２，５０１万円を追加
◇ 主な内容 ◇
　第５号　介護給付費・訓練等給付費　　　　　４，１５３万円
　　　　　川角中学校大規模改造事業　　　　４億１４２万円 （繰越明許費）
　　　　　小学校トイレ改修事業　　　　　　　４，０００万円 （繰越明許費）
　　　　　中学校空調設備設置事業　　　　　１億２９９万円 （繰越明許費）
　第６号　（雪害対策費）
　　　　　旭台保育園テラス屋根等修繕事業　　　　９６万円 （繰越明許費）
　　　　　総合公園体育館屋根修繕事業　　　　　　９４１万円 （繰越明許費）
　　　　　機械借上料　　　　　　　　　　　　１，３４４万円
　第７号　毛呂山小学校教室天井安全対策事業　１，２９０万円 （繰越明許費）

一般会計　（第５・６・７号）

　歳出予算の経費のうち
その性質上または予算成
立後の事由に基づき、年
度内にその支出を終わら
ない見込みのあるものに
ついては、予算の定める
ところにより、翌年度に
繰り越して使用すること
ができる。

繰越明許費とは

（全員賛成可決）
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○
毛
呂
山
町
特
別
職
の
職
員
で

　非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

　費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

　一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　障
害
者
の
日
常
生
活
及 

　び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支

　援
す
る
た
め
の
国
に
よ
る
法

　律
の
改
正
及
び
毛
呂
山
町
鳥

　獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
設
置

　に
伴
う
も
の︵

全
員
賛
成
可
決
︶

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　毛
呂
山
町
職
員
の
諸
手

　当
に
つ
い
て
、
国
及
び
県
の

　制
度
に
準
じ
て
改
正
す
る
も

　の

︵
賛
成
多
数
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
社
会
教
育
委
員
設

　置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　条
例

　
　
　法
の
一
部
改
正
に
伴
い

　委
員
の
組
織
を
明
確
化
す
る

　必
要
が
生
じ
た
た
め

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
ゆ
ず
の
里
オ
ー
ト

　キ
ャ
ン
プ
場
条
例
の
一
部
を

　改
正
す
る
条
例

　
　
　消
費
税
の
改
正
に
伴
う

　も
の

︵
賛
成
多
数
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
営
住
宅
管
理
条
例

　の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

　防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に

　関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正

　さ
れ
た
事
に
伴
う
も
の

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組

　合
の
規
約
の
変
更

　
　
　彩
北
広
域
清
掃
組
合
が

　北
本
市
の
加
盟
に
よ
り
名
称

　を
﹁
鴻
巣
行
田
北
本
環
境
資

　源
組
合
﹂
の
名
称
を
改
め
た

　こ
と
に
伴
う
も
の

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
福
祉
会
館
耐
震
補

　強
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　︻
請
負
金
額
︼

　
　１
億
８
千
円

　︻
請
負
業
者
︼

　
　坂
戸
市
大
字
横
沼

　
　株
式
会
社
　
エ
ム
・
テ
ッ
ク

　
　坂
戸
事
務
所

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

条
例
の
改
正
・
規
約
の
改
正
な
ど

条

例

の

改

正

規

約

の

変

更

契

約

の

締

結

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

　毛
呂
山
町
は
﹁
福
祉
と
医
療
の
町
﹂
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
文
字
通
り
﹁
安
心
・
安
全
に
く
ら
せ
る
町
﹂
で
あ
り
、

高
度
医
療
を
兼
ね
備
え
た
埼
玉
医
大
は
町
民
︵
国
民
︶
の
皆
保

険
制
度
の
象
徴
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
２１
年
度
か

ら
他
自
治
体
に
先
駆
け
て
導
入
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
税
︵
以

下
＝
国
保
税
︶
の
課
税
２
方
式
に
よ
り
、
大
家
族
、
子
育
て
家

族
に
は
重
い
税
負
担
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
︵
子
育
て
支

援
と
は
相
反
す
る
︶
し
、
現
在
そ
の
是
正
が
早
急
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　私
た
ち
は
、
以
下
の
﹁
請
願
事
項
﹂
を
強
く
要
望
し
ま
す
！

①

　毛
呂
山
町
は
大
家
族
の
国
保
税︵
均
等
割
り
額
な
ど
︶の
軽

　減
措
置
を
早
急
に
講
ず
る
こ
と
。

②

　毛
呂
山
町
は
町
民
が
安
心
し
て
国
保
を
利
用
で
き
る
よ
う

　に
現
状
を
調
査
・
研
究
に
努
め
る
こ
と
。

︵
賛
成
多
数
採
択
︶

︻
提

出

者
︼

　毛
呂
山
町
前
久
保
南
３

−

３８

−

２

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　川
上
美
智
男

　ほ
か
４
９
０
名

︻
紹
介
議
員
︼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岡
野

　勉

毛
呂
山
町
国
民
健
康
保
険
税
、
大
家
族
の

軽
減
措
置
を
求
め
る
請
願

【 

請  

願 

】

請
願
の
趣
旨
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降雪時における道路交通の円滑な確保に関する意見書

　平成２６年２月１４日から１５日にかけての観測史上最多といわれる降雪は、
県内において道路交通に著しい支障を与えました。
　もとより県道は地域の幹線道路であり、住民の生活に必要な物資の流通や緊急
車両の通行等に、必要欠くべからざるものであります。また、町道は住民の生活
に密着した道路であります。県道と町道は相互に補完しあうことにより、その機
能を発揮するものであり、降雪時においてもその機能が円滑に確保される必要が
あります。
　一方、近年の建設業界を取り巻く環境の変化により、地域における除雪に必要
な人員や資機材は限られた状況にあります。
　以上のことから、県におかれましては、降雪時における道路交通の円滑な確保
の必要性について十分に認識され、下記の措置を講じられるよう要請します。

記
１　多量の降雪時には、除雪に必要な人員や資機材を有効に活用し、一刻も早く
　地域の道路交通の円滑な確保が図られるよう、県道・町道等の管理区分にかか
　わらず、除雪が一元的になされる仕組みを構築すること。
２　県道にかかる除雪経費については、県において支弁すること。
３　町が行う除雪に関し、必要に応じ技術的・財政的支援を行うこと。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出いたします。

平成２６年３月２０日

埼玉県知事　上田清司　様

毛呂山町議会 　　　
議長　下田 一甫　

埼玉県知事に議会より意見書を提出！！

　● 

町
道
第
１
１
９
４
号
路
線

　● 

町
道
第
１
５
９
５
号
路
線

　● 

町
道
第
１
７
１
５
号
路
線

　● 

町
道
第
１
７
１
９
号
路
線

　● 

町
道
第
３
８
０
５
号
路
線

　● 

町
道
第
２
２
２
５
号
路
線

　● 

町
道
第
２
２
２
６
号
路
線

　● 

町
道
第
２
２
２
８
号
路
線

　● 

町
道
第
２
２
２
９
号
路
線

　● 

町
道
第
２
２
３
０
号
路
線

　● 

町
道
第
２
２
３
１
号
路
線

　● 

町
道
第
２
２
３
２
号
路
線

　● 

町
道
第
２
２
３
３
号
路
線

　● 

町
道
第
６
２
９
７
号
路
線

　● 

町
道
第
７
２
４
０
号
路
線

町
道
の
路
線
の
廃
止

町
道
の
路
線
の
認
定

【 

農
道
を
町
道
に
認
定 

】
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職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

毛呂山町社会教育委員設置条例の一部を改正する条例

毛呂山町営住宅管理条例の一部を改正する条例

埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について

平成２５年度毛呂山町一般会計補正予算（第５号）

平成２６年度毛呂山町一般会計予算

平成２６年度毛呂山町国民健康保険特別会計予算

平成２６年度毛呂山町水道事業会計予算

平成２６年度毛呂山町農業集落排水事業特別会計予算

平成２６年度毛呂山町介護保険特別会計予算

平成２６年度毛呂山町後期高齢者医療特別会計予算

毛呂山町福祉会館耐震補強工事請負契約の締結について

町道の路線の廃止について

町道の路線の認定について

教育委員の任命について

平成２５年度毛呂山町一般会計補正予算（第６号）

平成２５年度毛呂山町一般会計補正予算（第７号）

毛呂山町国民健康保険税、大家族の軽減措置を求める請願

議員名（期数順）

議 案

●議案の審議結果（３月定例会） ○は賛成　×は反対　退は退席　討は討論　欠は欠席　議は議長

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

請願１

発議１

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

退

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

討×

○

討×

○

○

○

○

○

○

討×

討×

討×

○

討×

討×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

討×

○

○

○

○

○

○

欠

欠

欠

欠

欠

欠

○

欠

欠

欠

○

○

欠

欠

○

○

○

○

○

○

討○

○

○

○

討○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

可決

可決

採択

可決

下
田
　
一
甫

堀
江
　
快
治

岡
部
　
和
雄

長
瀬
　
　
衛

高
橋
　
達
夫

小
峰
　
明
雄

岡
野
　
　
勉

藤
岡
　
健
司

宮
寺
　
征
二

村
田
忠
次
郎

千
葉
三
津
子

荒
木
か
お
る

佐
藤
　
秀
樹

弓
田
　
茂
樹

審

議

結

果

毛呂山町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例

毛呂山町ゆずの里オートキャンプ場条例の一部を改正
する条例

平成２５年度毛呂山町国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

平成２５年度毛呂山町介護保険特別会計補正予算
（第２号）

平成２５年度毛呂山町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

降雪時における道路交通の円滑な確保に関する意見書
の提出について
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委員会に付託となった議案審査を行いました

《生活福祉常任委員会》《総務文教常任委員会》
　平成２６年度一般会計予算のうち、歳出の
部民生費、衛生費、労働費、農林水産業費、
商工費、土木費、災害復旧費及び特別会計予
算の国民健康保険、水道事業、介護保険、農
業集落排水事業、後期高齢者医療、町道路線
の廃止・認定、請願の審査を行いました。な
お、審査に当たり議案に関する現地調査を実
施し、慎重な審査を３日間行い、一般会計予
算及び特別会計予算などいずれも可決・採択
すべきものと決しました。                         

　　健康づくりということに関して当初予算
　に組まれているものは。
　　健康づくりに関しては、今年度の予算に
　は予防費として生活習慣病だけです。
　　妊婦健診は人数ではどのくらいの予定か。
　　１４回の健診日を設けており、健診につい
　ては２００名を予定している。
　　農業塾の今後は。
　　農業後継者対策協議会に移行する予定。
　　地域密着型サービス運営委員会委員謝金
　の内容は。
　　委員１０名、年２回で４０，０００円を計上し、
　町内のグループホームなどの必要性等を検 
　討する委員会。

　平成２６年度一般会計予算のうち、歳入の
部全部、歳出の部の議会費、総務費、消防費、
教育費、公債費、諸支出金、予備費について
審査を行いました。尚、審査にあたり議案に
関する現地調査を実施し、慎重な審査を３日
間行い、一般会計予算は、可決すべきものと
決しました。

　　合併６０周年記念事業の内容はどのよう
　なものか。
　　実行委員会を４月１日以降に立ち上げ、
　役場推進委員会で案を作成し実行委員会の
　方で決定し事業を推進していく。
　　防災行政無線デジタル化実施設計委託料
　は工事費が莫大なものだが年次計画はある
　のか。
　　本町の防災行政無線は聞き取りにくいと
　いわれており、地域によっては情報が閉ざ
　される可能性もあります。防災無線デジタ
　ル化については、振興計画の中にも予定さ
　れております。国でも実証実験を行ってお
　りますが、すぐに着手するものでなく、設
　計が無いと手を挙げられず、国の補助金を
　活用するためあらかじめ計画しておくもの。

体育施設の現地視察（総合公園体育館）

町道の廃止・認定 現地視察（西大久保地内）

問

問

問

答

答

問
答

答

問

問

答

答



　
　去
る
２
月
１４
日
、
１５
日
記
録
的

な
大
雪
に
よ
る
町
の
被
害
状
況
は
。

　
　人
的
な
被
害
で
は
４
人
が
雪
道

で
転
倒
し
、
救
急
車
で
病
院
に
搬
送

さ
れ
た
り
、
カ
ー
ポ
ー
ト
や
物
置
、

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
鶏
舎
等

が
倒
壊
す
る
な
ど
深
刻
な
被
害
が
発

生
し
た
。
ま
た
、
山
間
部
に
お
い
て

は
大
雪
で
生
活
道
路
が
不
通
と
な
り
、

数
件
の
住
宅
が
一
時
孤
立
状
態
に
陥

り
、
職
員
が
手
作
業
で
除
雪
し
、
飲

料
水
や
食
料
を
届
け
た
事
例
も
あ
っ

た
。
そ
の
他
、
総
合
公
園
体
育
館
や

福
祉
会
館
、
旭
台
保
育
園
、
東
公
民

館
な
ど
の
公
共
施
設
の
建
物
の
一
部

損
壊
な
ど
大
き
な
被
害
が
で
た
。

　
　町
道
の
除
雪
が
非
常
に
遅
れ
て

い
た
が
理
由
は
。

　
　県
道
担
当
の
委
託
業
者
が
、
大

雪
の
た
め
対
応
出
来
ず
、
救
急
車
も

通
行
不
能
の
状
況
に
な
り
、
町
道
担

当
の
委
託
業
者
が
応
援
に
駆
付
け
た

事
や
大
型
の
機
械
が
不
足
し
て
い
た

事
な
ど
が
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　平
成
２６
年
度
予
算
の
着
目
す
べ

き
と
こ
ろ
は
何
か
。

　
　新
規
事
業
と
し
て
、
総
務
費
で

は
町
内
循
環
バ
ス
の
運
行
見
直
し
、

民
生
費
で
は
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴

い
、
低
所
得
者
対
策
と
し
て
、
臨
時

福
祉
給
付
金
事
業
を
子
育
て
世
帯
に

は
子
育
て
世
帯
臨
時
給
付
事
業
を
、

土
木
費
で
は
川
角
周
辺
地
区
整

備
構
想
調
査
業
務
委
託
料
、
防

災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
実
施

設
計
業
務
委
託
料
を
教
育
費
で

は
毛
呂
山
中
学
校
大
規
模
改
造

工
事
設
計
委
託
料
等
を
予
算
計

上
し
て
い
る
。

　
　町
長
の
公
約
で
ま
だ
達
成

さ
れ
て
な
い
事
業
の
予
算
化
は
。

　
　日
化
団
地
北
側
の
踏
切
り

拡
幅
の
た
め
の
物
件
調
査
業
務

委
託
料
等
が
あ
る
。

　
　地
方
交
付
税
に
は
消
費
税

対
策
が
盛
込
ま
れ
て
あ
る
の
か
。

　
　実
質
の
増
加
は
微
妙
な
も

の
と
考
え
て
い
る
。

−　１０　−

町
に
お
け
る
記
録
的
な

　
　
　
　
　大
雪
の
被
害
は

高
橋

　達
夫

　議
員

２月１４日の大雪で一時孤立状態に陥った地域

答答

答 問

答 答

問

問問

問

一
時
孤
立
し
た
地
域
が
出
る
な
ど

　
　
　
　様
々
な
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た

高橋　達夫議員

佐藤　秀樹議員

小峰　明雄議員

荒木かおる議員

宮寺　征二議員

長瀬　　衛議員

千葉三津子議員

村田忠次郎議員

岡野　　勉議員

岡部　和雄議員

藤岡　健司議員

①平成２６年度予算

②一部事務組合の負担金

③記録的な大雪被害

①道路整備事業

②川角駅周辺対策

③高齢者支援事業

①教育・子育て環境の充実

②高齢者の生きがい・健康づくり

　　　　　　　

①毛呂山町景観樹林

②消防団を中核とした地域防災力

　の充実強化に関する法律

③このたびの降雪に対する町の対

　応と今後の課題

　　　　　　　　　

①町の財政運営

　　　　　　　　　

①町政運営

②自治会

①学校図書館の新聞配備

②食物アレルギー対策

③高齢者の支援対策

①交通安全施策

②毛呂山版・健康長寿策

　　　　　　　　　

①障がい者医療費、窓口払い廃止

②今回の豪雪・雪害の現状と対策

③町レク、産業まつりバスの運行

①町長の政治姿勢

①指定管理者制度と集中改革プラン

②生活交通ネットワーク計画（案）

③町民生活はこれからどうなるか

質問議員と質問事項

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。

※内容については、各人の原稿をもとに、質問順で掲載いたしま
　した。質問順は抽選により決定されます。

いっぱん質問



　
　
　

　
　
　
道
路
整
備
事
業

　
　
　
　
　
平
成
２３
年
９
月
議
会
の

　
　
　
一
般
質
問
で
「
町
内
に
お
け

　
　
　
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
」
を

　
　
　
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

　
　
　
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

　
　
　
か
。

　
　
　
　
　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

緊
急
性
や
整
備
効
果
等
を
見
極
め
な

が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地

域
的
バ
ラ
ン
ス
や
予
算
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　
　
武
州
長
瀬
駅
橋
上
駅
舎
が
完
成

し
ま
し
た
が
、
南
口
の
乗
降
場
所
も

段
差
が
あ
り
、
使
い
勝
手
が
悪
く
な

っ
た
と
の
声
を
多
く
聞
き
ま
す
が
、

改
善
等
を
考
え
て
お
り
ま
す
か
。

　
　
武
州
長
瀬
駅
南
口
の
歩
道
は
、

区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
マ
ウ
ン
ト

ア
ッ
プ
型
で
施
行
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
車
の
乗
降
部
分
の
切
下
げ
や
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
を
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

川
角
駅
周
辺
対
策

　
　
今
年
も
広
報
も
ろ
や
ま
の
一
月

号
に
川
角
駅
周
辺
整
備
が
掲
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
具
体
的
に

ど
こ
ま
で
進
め
る
計
画
か
。
ま
た
今

後
の
計
画
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
今
年
は
、
関
係
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
お
示
し
し
、
意
見
を
伺
い
ま
す
。

今
後
は
道
路
の
新
設
や
駅
施
設
の
改

修
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
地
権
者

の
協
力
が
不
可
欠
で
す
の
で
、
慎
重

に
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

高
齢
者
支
援
事
業

　
　
以
前
同
僚
議
員
か
ら
質
問
さ
れ

た
「
人
感
セ
ン
サ
ー
の
導
入
」
に
つ

い
て
、
そ
の
後
の
調
査
の
結
果
は
。

　
　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
安
否

確
認
に
は
大
変
有
効
な
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
所
沢
市
、
和
光
市
、
神

川
町
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
付
加
価
値
の

つ
い
た
人
感
セ
ン
サ
ー
を
導
入
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
利
用
者
の
方
の
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

　
　
平
成
２５
年
度
の
小
・
中
学
校
費

の
予
算
執
行
、
教
育
長
の
ご
所
見
は
。

　
　
学
力
向
上
小
中
連
携
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
生
き
る
力
を
育
成
す
る
教

育
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。
「
環

境
は
人
を
つ
く
る
」
川
角
中
学
校
大

規
模
改
修
工
事
や
小
学
校
ト
イ
レ
改

修
工
事
な
ど
は
、
児
童
生
徒
や
保
護

者
・
地
域
の
皆
様
方
等
に
大
好
評
で

あ
り
、
児
童
生
徒
が
落
ち
着
い
た
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
幼
・
保
・
小
・
中
が
一
体
と
な

る
教
育
連
携
推
進
行
動
計
画
の
作
成

は
、
私
は
必
要
と
考
え
ま
す
が
。

　
　
今
後
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
郷
土
を
理
解
す
る
教
育
は
。

　
　

郷
土
を
理
解
し
、
郷
土
を
愛
し
、

次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
学

習
は
、
今
後
も
研
究
し
て
参
り
た
い
。

　
　
道
徳
教
育
、
ご
見
解
は
。

　
　
年
間
３５
時
間
以
上
道
徳
の
時
間

を
設
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら

な
る
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
　

小
・
中
学
校
と
図
書
館
の
連
携
。

　
　
図
書
館
の
読
書
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
取

り
組
み
を
研
究
し
て
い
く
所
存
。

　
　
放
課
後
子
ど
も
教
室
へ
の
取
り

組
み
は
。
学
校
を
地
域
の
方
々
に
支

え
て
い
た
だ
く
体
制
づ
く
り
は
。

　
　
現
在
２
教
室
を
月
３
回
程
度
開

設
。
部
活
動
外
部
指
導
者
等
、
地
域

で
活
動
し
て
い
る
方
々
に
、
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
平
成
２５
年
度
少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
対
策
の
予
算
執
行
。

　
　
一
時
預
か
り
保
育
と
病
後
児

保
育
を
ゆ
ず
の
里
保
育
園
で
開
始
。

こ
ど
も
医
療
費
は
対
象
児
童
の
減

少
で
支
給
額
が
減
少
。

　
　
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

と
一
時
予
防
事
業
は
。

　
　
平
成
２５
年
度
は
新
た
に
、
い

き
い
き
シ
ニ
ア
講
座
・
若
返
り
大

作
戦
や
各
小
学
校
の
児
童
と
世
代

間
交
流
事
業
を
実
施
。
一
般
高
齢

者
運
動
教
室
を
２５
年
度
は
、
町
内

４
箇
所
で
実
施
。

−　１１　−

武
州
長
瀬
駅
乗
降
口
の

　
　
　
　
段
差
改
善
を
！

佐
藤
　
秀
樹
　
議
員

段差のない町に！

高
齢
者
の
生
き
が
い
・

　
　
　
　
　
　
健
康
づ
く
り
は

小
峰
　
明
雄
　
議
員

「いきいきと暮らせるまち・もろやま」の実現を！

答答 答 答

答 問

答 問問

答 答

問

問問

問 問

答

問

問

答 答問

問答

き
っ
か
け
と
な
る
事
業
を
計
画
し
て
参
り
た
い

乗
降
部
分
の
切
下
げ
や

　
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
を
検
討
し
ま
す



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
除
雪
す
る
道
路
の
優
先

　
　
　
順
位
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で

　
　
　
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
平
地
部
の
通
常
除
雪
に

　
　
　
つ
い
て
は
町
道
の
陸
橋
や
坂

　
　
　
道
な
ど
凍
結
で
危
険
な
箇
所

　
　
　
か
ら
幹
線
道
路
の
順
に
実
施

　
　
　
し
て
い
る
。
し
か
し
２
月
１４

日
か
ら
降
り
出
し
た
雪
は
観
測
史
上

記
録
的
と
言
わ
れ
た
も
の
で
、
災
害

対
策
の
要
と
な
る
町
道
や
幹
線
道
路

を
優
先
し
て
行
っ
た
。
県
道
に
つ
い

て
は
県
と
契
約
し
て
い
る
１
社
の
み

が
１５
日
未
明
か
ら
作
業
し
て
い
た
が

緊
急
車
両
等
、
通
行
が
困
難
な
箇
所

が
あ
っ
た
の
で
必
要
な
場
所
を
町
が

依
頼
し
た
。

　
　
県
道
に
よ
る
除
雪
は
１
社
の
み

で
良
い
の
か
。

　
　
今
回
の
想
定
外
の
大
雪
の
経
験

を
活
か
し
町
も
除
雪
対
策
を
再
検
討

し
、
県
に
も
実
情
を
報
告
し
見
直
し

を
し
て
頂
く
よ
う
働
き
か
け
て
参
り

ま
す
。

　
　
想
定
外
の
降
雪
の
結
果
、
町
と

し
て
見
え
て
き
た
課
題
は
。

　
　
今
回
の
大
雪
で
改
め
て
気
象
情

報
の
収
集
と
住
民
へ
の
伝
達
、
除
雪

を
行
う
地
元
建
設
業
協
会
と
の
連
携

強
化
、
孤
立
し
や
す
い
山
間
部
の
住

民
や
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
制
度
の

確
立
、
四
輪
駆
動
車
や
除
雪
資
機
材

の
整
備
、
町
職
員
の
動
員
体
制
の
充

実
な
ど
が
大
き
な
課
題
と
し
て
見
え

て
き
た
と
こ
ろ
。

　
　
今
回
は
孤
立
世
帯
へ
の
情
報
収

集
や
伝
達
は
行
え
た
と
い
う
こ
と
で

す
が
今
後
、
大
災
害
時
の
対
応
と
し

て
以
前
も
質
問
を
さ
せ
て
頂
い
た
衛

星
電
話
の
導
入
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。

　
　
２５
年
度
山
間
部
の
土
砂
災
害
危

険
区
域
に
於
い
て
現
地
調
査
が
終
了

し
た
の
で
２６
年
度
当
初
予
算
で
３
台

分
を
計
上
さ
せ
て
頂
い
た
。
今
後
も

財
政
状
況
を
見
ま
し
て
順
次
増
設
し

て
参
り
ま
す
。

　
　
平
成
２６
年
度
の
地
方
交
付
税
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
見
込
み
は
。

　
　
国
の
地
方
財
政
計
画
で
は
、
地

方
交
付
税
の
総
額
は
１
・
０
％
の
減
、

臨
時
財
政
対
策
債
は
９
・
９
％
減
の

た
め
、
地
方
交
付
税
は
１８
億
円
、
臨

時
財
政
対
策
債
は
５
億
３
０
０
０
万

円
で
予
算
計
上
し
て
い
る
。

　
　

今
後
の
地
方
交
付
税
の
予
想
は
。

　
　
国
の
財
政
状
況
も
厳
し
い
た
め

今
後
は
減
少
傾
向
に
傾
い
て
い
く
と

推
測
し
て
い
る
。

　
　
地
方
交
付
税
の
対
象
に
な
る
国

税
３
税
の
他
に
対
象
と
な
っ
て
い
る

税
目
と
負
担
割
合
は
。

　
　
所
得
税
と
酒
税
が
３２
％
、
法
人

税
が
３４
％
、
た
ば
こ
税
が
２５
％
、
消

費
税
が
２２.

３
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
町
は
今
後
の
自
主
財
源
の
確
保

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
創
出

と
法
人
税
等
の
税
収
確
保
に
全
力
を

注
い
で
い
く
。

　
　
現
在
の
財
政
調
整
基
金
の
残
高

は
。

　
　
平
成
２５
年
度
末
残
高
は
約
８
億

８
０
０
０
万
円
の
予
定
。

　
　
消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
本
町

の
財
政
状
況
へ
の
影
響
は
。

　
　
歳
入
面
で
は
地
方
消
費
税
交
付

金
が
増
加
す
る
。
影
響
額
は
約
６
４

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
歳
出
面
の
影
響
は
。

　
　
消
費
税
率
の
引
上
げ
分
に

対
す
る
歳
出
の
増
加
額
は
約
５

５
０
０
万
円
。

　
　
消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る

地
方
交
付
税
の
影
響
は
。

　
　
社
会
保
障
の
充
実
分
等
の

地
方
負
担
分
に
つ
い
て
は
、
基

準
財
政
需
要
額
に
１
０
０
％
算

入
さ
れ
る
が
、
地
方
消
費
税
交

付
金
の
増
収
分
に
つ
い
て
は
当

分
の
間
、
基
準
財
政
収
入
額
に

１
０
０
％
算
入
さ
れ
る
予
定
。

　
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
。

　
　
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
行
政

運
営
を
実
施
し
て
い
く
。

−　１２　−

除
雪
道
路
の
優
先
順
位

荒
木

　か
お
る

　議
員

除雪が難航した町道。今後の対策を

自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　町
の
考
え
は

宮
寺

　征
二

　議
員

都市計画法第３４条第１２号に基づく指定区域

答答 答

答 問

答 答問問

答 答

問

問問 答 問

問 問

答 問

答 答問 問

問答

積
極
的
に
企
業
誘
致
活
動
を
展
開
し
て
い
く

災
害
対
策
の
要
と
な
る

　
　
　
　
　
　幹
線
道
路
を
優
先



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
都
市
計
画
指
定
で
工
業

　
　
　
・
流
通
業
務
施
設
に
限
ら
れ

　
　
　
て
い
た
企
業
誘
致
用
地
に
大

　
　
　
型
ス
ー
パ
ー
受
け
入
れ
を
政

　
　
　
策
会
議
で
決
定
し
た
と
あ
る

　
　
　
が
？
こ
の
指
定
地
に
は
１０
年

　
　
　
間
、
固
定
資
産
税
½
減
免
の

　
　
　
優
遇
措
置
が
あ
る
。
町
に
は

　
　
　
大
型
店
舗
が
多
い
が
、
大
型

店
舗
進
出
は
地
元
商
工
会
な
ど
に
大

き
な
影
響
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ツ
レ
キ
を
乗
り
越
え
今
日
を
迎
え
て

い
る
。
過
去
に
お
い
て
優
遇
策
を
用

意
し
て
大
型
ス
ー
パ
ー
を
招
請
し
た

事
例
は
あ
る
の
か
？

　
こ
れ
ま
で
９
年
間
で
埼
玉
県
の
企

業
誘
致
大
作
戦
に
よ
る
立
地
は
６
３

０
件
。
そ
の
中
に
大
型
店
舗
の
事
例

は
無
い
。
地
元
商
店
等
へ
の
影
響
を

考
慮
す
れ
ば
行
政
が
積
極
的
に
誘
致

す
る
こ
と
は
有
り
得
ず
、
狂
気
の
沙

汰
で
あ
る
。
中
心
部
が
空
洞
化
さ
れ

る
心
配
も
あ
る
。
仮
に
ス
ー
パ
ー
事

業
者
が
他
の
用
地
を
自
ら
確
保
し
、

進
出
を
試
み
よ
う
と
し
て
も
地
元
感

情
を
無
視
は
で
き
な
い
。

地
権
者
の
声
も
重
要
だ
が
、
も
っ
と

重
要
な
の
は
商
工
会
や
商
店
街
の
皆

さ
ん
で
あ
る
。
何
よ
り
、
町
の
リ
ー

ダ
ー
ら
し
く
町
全
体
の
将
来
像
を
見

据
え
る
べ
き
だ
。

　
　
企
業
誘
致
を
進
め
る
上
で
窓
口

を
広
め
る
た
め
に
商
業
施
設
を
決
め

た
。
こ
れ
ま
で
優
遇
措
置
は
な
い
。

自
治
会
の
危
機
！

　
　
劇
的
に
高
齢
化
が
進
み
、
夏
祭

り
な
ど
を
取
り
止
め
る
地
区
が
増
え

て
き
た
。
自
治
会
の
危
機
だ
。
「
遠

く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」
を
実

践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
過

渡
期
を
迎
え
て
い
る
。
無
駄
な
負
担

を
減
ら
し
、
地
区
で
求
め
ら
れ
て
い

る
事
業
は
よ
り
充
実
す
べ
き
で
、
社

協
加
入
な
ど
集
金
の
簡
素
化
や
町
職

員
の
協
力
等
自
治
会
を
フ
ォ
ロ
ー
し

て
ほ
し
い
。

　
　
職
員
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
や
子
ど

も
会
、
寿
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

　
　
文
科
省
で
は
、
特
別
に
対
応
が

必
要
な
児
童
生
徒
に
対
し
て
事
前
に

医
師
の
診
断
書
の
提
出
を
義
務
付
け

る
方
針
だ
が
、
今
後
の
町
の
周
知
方

法
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
診
断
書
の
提
出
は
保
護
者
に
負

担
が
生
じ
る
為
、
町
と
し
て
は
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
管
理
指
導
願
の
提
出
で

対
応
し
て
い
る
。
正
式
に
決
定
さ
れ

た
ら
学
校
生
活
管
理
指
導
表
（
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
用
）
の
提
出
を
進
め
る

　
　
町
内
に
医
科
大
学
等
の
最
先
端

医
療
機
関
が
あ
る
が
、
医
療
機
関
と

の
連
携
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
最
新
の
情
報
の
把
握
に
努
め
る

為
、
埼
玉
医
科
大
学
と
の
連
携
に
よ

る
教
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
実

施
で
、
町
の
特
性
を
生
か
し
た
安
全

対
策
等
の
充
実
に
努
め
る
。

学
校
図
書
館
の
新
聞
配
備

　
　
平
成
２４
年
度
よ
り
学
校
図
書
館

整
備
５
カ
年
計
画
に
初
め
て
学
校
図

書
館
へ
新
聞
の
配
備
に
予
算
が
つ
い

た
事
を
踏
ま
え
、
町
で
は
ど
の
様
に

お
考
え
か
。

　
　
１５
年
度
よ
り
埼
玉
新
聞
が
学
校

に
配
備
さ
れ
て
い
た
。
教
材
と
し
て

新
聞
活
用
に
は
課
題
が
あ
っ
た
。

校
長
会
で
新
聞
は
必
ず
図
書
室
に
配

備
す
る
よ
う
に
指
示
を
し
た
。

　
　
中
学
校
の
図
書
室
に
英
字
新
聞

の
配
備
は
如
何
か
。

　
　
学
力
と
し
て
相
応
し
い
も

の
を
選
び
、
授
業
等
も
含
め
、

実
際
の
活
用
は
、
研
究
す
る
必

要
が
あ
る
。

高
齢
者
の
支
援
対
策

　
　
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住

い
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
必
要
と
思
う
が

町
の
考
え
は
如
何
か
。

　
　
団
塊
の
世
代
が
７５
歳
以
上　

に
な
る
２
０
２
５
年
を
見
据
え

３
年
毎
の
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
・
実
施
を
通
じ
随
時
進

め
る
。

−　１３　−

有
り
得
な
い
、
都
市
計
画
指
定
を

変
更
し
て
の
大
型
店
舗
誘
致
！

長
瀬
　
衛
　
議
員

どこにも見当たらない大型店舗誘致

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

　
　
今
後
の
町
の
取
り
組
み
は

千
葉
　
三
津
子
　
議
員

食物アレルギーの事故防止を

答

答 問

答 問

答 答

問

問

問

問

答

問答

税
の
確
保
と
活
性
化
で
進
め
る
！

埼玉県企業誘致大作戦 〔Ｈ１７年～Ｈ２５年〕 の立地実績

今後のチャンスメ－カ－埼玉戦略Ⅲ 〔Ｈ２５～Ｈ２８〕

立地企業業種内訳

３６５ １３０ ７２ ３２ ３１ ６３０

製造業 流通加工業 食品製造業 研究所等本社・支社 合　計

《埼玉県ＨＰ参照》

〔ターゲットを絞った誘致活動として挙げている業種〕

　① 本県の得意分野の食品製造業・流通加工業

　② 今後の成長分野の医療・健康、次世代自動車など

町
の
特
性
を
生
か
し
、
医
大
と
の
連
携
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
対
策
に
努
め
る

●
教
職
員
向
け
の
分
か
り

　

や
す
い
資
料

●
留
意
事
項
を
示
し
た
指
針

●
医
療
関
係
者
・
消
防
と
の

　

連
携

●
教
職
員
が
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

　

を
学
ぶ
機
会
提
供

●
医
師
の
診
断
に
よ
る

　

管
理
指
導
表
提
出
を
必
須
に

●
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
を

　

踏
ま
え
た
献
立
作
成

●
症
状
の
重
い
子
ど
も
の
支
援

　

重
点
化

文部
科学省

教育
委員会

学校や調理場



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
毛
呂
山
版
健
康
長
寿
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
県
は
「
健
康
長
寿
策
」

　
　
　
を
「
運
動
、
食
、
地
域
丸
ご

　
　
　
と
」
に
し
て
展
開
。
毛
呂
山

　
　
　
は
何
処
か
ら
進
め
る
か
。

　
　
　
　
　
毛
呂
山
町
健
康
増
進
計

　
　
　
画
「
健
康
と
も
ろ-

２１
」
を

　
　
　
策
定
し
「
生
活
習
慣
病
の
克

　
　
　
服
」
を
最
優
先
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
高
齢
者
に
平
日
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

開
放
し
健
康
増
進
が
図
れ
れ
ば
介
護

医
療
費
の
削
減
に
繋
が
る
と
思
う
が
。

　
　
総
合
公
園
芝
生
広
場
と
大
類
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
自
由
広
場
を
無
料
で
開

放
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
類
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
外
周
の
利
用
を
検
討
中
。
今

後
、
健
康
増
進
に
繋
げ
た
い
。

　
　
高
齢
者
の
減
免
に
つ
い
て
、
導

入
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
当
面
は
総
合
公
園
と
大
類
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
導
入
を
検
討
中
。

　
　
町
長
の
お
考
え
は
。

　
　
近
隣
市
町
村
に
見
習
い
な
が
ら
、

平
日
の
使
っ
て
い
な
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
進
め
て
い
き
た
い
。

交
通
安
全
施
策
に
つ
い
て

　
　
平
成
２３
年
度
実
施
の
通
学
路
総

点
検
以
降
、
危
険
箇
所
改
善
状
況
は
。

　
　
改
善
要
望
は
６８
カ
所
、
今
後
３８

カ
所
に
つ
い
て
対
策
の
必
要
が
あ
る
。

　
　
路
面
表
示
の
摩
耗
状
況
は
。　

　
　
公
安
委
員
会
管
理
の
「
横
断
歩

道
、
と
ま
れ
、
停
止
線
等
」
は
確
認

次
第
、
警
察
署
に
要
請
し
、
町
管
理

の
「
外
側
線
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
、

文
字
表
示
等
」
は
点
検
結
果
を
基
に

通
学
路
を
優
先
し
て
引
き
直
す
。

　
　
見
通
し
の
悪
い
街
路
樹
対
策
は
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依

頼
し
て
年
一
回
剪
定
を
実
施
し
、
県

道
関
係
は
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に

手
入
れ
を
依
頼
し
て
い
る
。

　
　
道
路
交
通
法
が
変
わ
り
自
転
車

走
行
に
対
し
て
規
制
が
厳
し
い
が
、

影
響
や
事
故
の
実
態
は
。

　
　
警
告
カ
ー
ド
の
交
付
は
２
〜
３

割
の
増
加
だ
が
事
故
の
発
生
は
な
い
。

町
で
は
交
通
安
全
母
の
会
や
山
根
荘

が
啓
発
を
し
て
い
る
。

　
　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
現

状
は
、
窓
口
立
て
替
え
払
い
（
申
請

代
行
）
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、

ど
う
か
。
こ
ど
も
医
療
費
と
同
様
に

「
窓
口
払
い
廃
止
」
は
と
れ
な
い
か
。

　
　
現
在
、
医
療
機
関
窓
口
に
一
時

自
己
負
担
金
を
払
っ
て
い
た
だ
き
、

後
日
、
本
人
か
そ
れ
と
も
医
療
機
関

が
代
行
し
、
福
祉
課
窓
口
へ
請
求
し

助
成
を
受
け
る
２
方
式
が
取
ら
れ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
一
時
医
療
費
を

立
て
替
え
て
い
ま
す
。

　
「
窓
口
払
い
廃
止
」
の
実
施
に
は
、

医
療
機
関
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、

医
師
会
、
薬
剤
師
会
及
び
歯
科
医
師

会
な
ど
を
中
心
と
し
た
医
療
機
関
の

働
き
か
け
が
大
変
重
要
で
す
。

　
　
本
町
に
は
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
の
対
象
者
は
ど
の
位
に
な
る
か
。

　
ま
た
、
例
え
ば
「
あ
い
あ
い
園
」

作
業
所
で
の
工
賃
は
お
お
よ
そ
月
額

平
均
２
９
０
０
円
と
聞
く
。
先
日
も

こ
ど
も
医
療
費
の
窓
口
払
い
廃
止
が

ど
れ
だ
け
「
家
計
に
助
か
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
効
果
の
声
を
聞
い
た
。

早
急
に
廃
止
の
た
め
の
対
策
を
！

　
　
現
在
の
と
こ
ろ
対
象
者
は
身
体

障
害
者
手
帳
交
付
の
１
級
か
ら
３
級
、

療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
・
Ｂ
の
方
、
高
齢

者
医
療
の
障
害
認
定
を
受
け
た
方
で

合
計
９
０
４
名
と
な
り
ま
す
。

　
早
期
に
「
窓
口
払
い
廃
止
を
」
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
ど
も
医

療
費
廃
止
手
続
き
の
道
筋
も
あ

り
、
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に

実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

「
福
祉
と
医
療
の
町
」と
し
て

　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
示
せ
！

　
　
「
窓
口
払
い
廃
止
」
ま
で

あ
と
一
歩
だ
！
特
に
、
埼
玉
西

部
は
遅
れ
て
い
る
。
毛
呂
山
・

越
生
町
、
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
市
等
。

各
々
内
部
で
話
題
に
な
っ
て
い

る
が
進
展
が
な
い
。
本
町
が
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
示
せ
。

　
　
近
隣
の
自
治
体
と
連
携
し

早
い
時
期
に
実
施
で
き
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。

−　１４　−

毛
呂
山
版
健
康
長
寿
策
に
つ
い
て

村
田
　
忠
次
郎
　
議
員

大類グラウンド（写真左）と山根荘グラウンド（写真右）

障
が
い
者
医
療
費
の

　
　
　﹁
窓
口
払
い
﹂廃
止
を
！

岡
野
　
勉
　
議
員

早期に「障がい者医療費」窓口払い廃止を！！

答

答 問

答

答

問 答 問

問

問

答 答答

問 問

問問答 問問

答 答

早
い
時
期
に
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し
た
い

体
育
施
設
の
利
用
者
増
に
む
け

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
策
を
検
討
中



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
観
光
人
口
増
と
移
住
人

　
　
　
口
増
の
町
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
観
光
資
源
が
数
多
く
あ

　
　
　
る
が
、
滞
在
時
間
は
短
い
。

　
　
　
Ｐ
Ｒ
不
足
が
あ
る
。
流
鏑
馬

　
　
　
祭
り
は
観
光
の
重
要
な
財
産

　
　
　
と
考
え
て
関
係
機
関
と
連
携

　
　
　
を
図
り
活
性
化
し
て
い
く
。

　
　
　
１
泊
２
日
の
流
鏑
馬
ツ
ア
ー

を
提
案
す
る
。
町
内
の
宿
泊
施
設
で

重
殿
と
本
陣
を
体
験
で
き
る
内
容
だ
。

　
　
空
き
家
バ
ン
ク
を
設
置
せ
よ
。

　
　
空
き
家
の
有
効
利
用
は
、
適
正

な
管
理
に
な
る
。
先
進
自
治
体
の
事

例
を
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

旧
上
町
保
育
園
の
跡
地
利
用
は
。

　
　
住
宅
密
集
地
の
地
域
は
、
大
震

災
の
事
例
で
も
あ
る
よ
う
に
避
難
所

的
な
空
地
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

　
　
役
場
内
の
政
策
会
議
で
は
売
却

す
る
事
も
選
択
肢
の
１
つ
と
考
え
る
。

新
年
度
鑑
定
評
価
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　
売
却
し
住
宅
が
建
て
ば
町
に
収

入
が
入
る
予
測
と
、
上
町
保
育
園
に

過
去
多
額
を
投
入
し
た
。
そ
れ
を
取

り
戻
す
と
い
う
考
え
は
、
大
き
な
問

題
だ
。
お
金
で
は
計
り
し
れ
な
い
有

効
な
地
だ
。
地
元
住
民
の
声
を
聞
け
。

　
　
多
く
の
住
民
に
寄
与
で
き
る
様

に
最
善
の
跡
地
利
用
を
検
討
す
る
。

大
型
商
業
施
設
の
進
出

　
　
い
ま
だ
に
商
工
団
体
に
説
明
が

な
い
大
型
店
の
進
出
だ
。
市
街
化
に

多
数
あ
る
大
型
店
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
と
地
元
商
店
は
今

日
ま
で
共
存
し
て
き
た
。
消
防
団
、

地
区
の
役
員
等
の
協
力
し
て
き
た
地

元
商
店
だ
。
町
づ
く
り
の
視
点
か
ら

も
こ
れ
以
上
の
商
店
の
衰
退
は
、
止

め
る
べ
き
だ
。
町
民
の
声
を
聞
け
。

　
　
雇
用
の
創
出
、
税
収
の
確
保
、

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　
　
工
業・流
通
で
指
定
し
た
区
域
だ
。

近
隣
の
自
治
体
は
県
と
協
力
し
て
、

誘
致
に
成
功
し
て
い
る
。
努
力
せ
よ
。

　
　
指
定
区
域
の
変
更
を
し
て
（
流

通
系
を
加
え
る
）
１
年
余
り
。
時
期

尚
早
の
声
あ
る
。

　
　
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
、
目
的
と
必
要
性

の
中
に
、
超
高
齢
化
社
会
は
ま
す
ま

す
進
む
と
予
想
さ
れ
る
。
地
域
公
共

交
通
は
高
齢
者
や
障
害
者
に
お
け
る

重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
た
め
、
更

な
る
利
便
性
や
利
用
率
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
の
乗
客
数
の
偏

り
が
見
ら
れ
る
。
運
行
委
託
に
つ
い

て
は
、
平
成
２４
年
度
か
ら
は
全
額
一

般
財
源
で
の
運
行
と
な
っ
た
た
め
、

町
財
政
と
し
て
も
非
常
に
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
計
画
期
間

は
３
年
間
と
す
る
と
あ
り
ま
す
。
町

全
体
の
よ
り
良
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
す
る
た
め
に
町
民
、
公
共
交
通

事
業
者
、
自
治
体
が
出
来
る
こ
と
を

出
し
合
う
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
伺
い
ま
す
。

　
　
計
画
（
案
）
は
、
現
在
運
行
し

て
い
る
町
内
循
環
バ
ス
の
見
直
し
に

あ
た
り
、
平
成
２５
年
３
月
に
設
置
さ

れ
た
毛
呂
山
町
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
結
果
を
基
に

策
定
さ
れ
た
町
内
循
環
バ
ス
の
計
画

で
す
。
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
と
は
国
土
交
通
省
が
定
め
た
要
網

に
規
定
さ
れ
た
交
通
事
業
者
、
住
民

団
体
の
代
表
者
、
関
係
機
関
の
職
員

な
ど
で
構
成
さ
れ
た
協
議
会
で
あ
り
、

今
年
度
に
お
い
て
は
５
回
の
会
議

を
開
催
し
て
検
討
を
重
ね
て
、
今

後
、
こ
の
会
議
で
協
議
さ
れ
た
計

画
を
も
と
に
、
町
内
循
環
バ
ス
が
、

よ
り
よ
い
公
共
交
通
と
な
る
よ
う

鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
生
活
は

　
　
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か

　
　
消
費
税
が
値
上
げ
さ
れ
る
と
、

介
護
保
険
料
、
国
保
税
、
後
期
高

齢
者
の
保
険
料
な
ど
値
上
げ
と
な

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
国
保
税
は
消
費
増
税
伴
う
引

き
上
げ
分
を
含
め
て
、
全
体
で
は

０.
０１
％
の
引
き
上
げ
を
予
定
。

−　１５　−

じ
ゅ
う
ど
の

要
望

大
型
店
の
進
出

　
今
だ
に
商
工
会
に
説
明
が
な
い

岡
部
　
和
雄
　
議
員

市街化に乱立する大型店

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
す
る
た
め
に

町
民
、事
業
者
、町
が
出
来
る
こ
と
を
出
し
合
う

藤
岡
　
健
司
　
議
員

もろバスの運行見直しはどうなるか

答

問

答 問

問

答 答

答

問答

問

問問問

答 答

公
共
交
通
に
な
る
よ
う
努
力
す
る

時
期
尚
早
の
声
が
あ
る
が

　
　
　
　
　
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る



　
　
　毛
呂
山
町
前
久
保
南

　
　
　
　
　昭
和
１９
年
８
月
生

︻
１
月
３１
日
の
議
題
︼

１．

生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

計
画
に
つ
い
て

２．

農
道
住
吉
線
及
び
農
道
阿
諏

　

訪
線
の
町
道
移
管
に
つ
い
て

３．

都
市
計
画
法
第
３４
条
第
１２

　

号
に
基
づ
く
指
定
区
域
に
つ

　

い
て

４．

そ
の
他

　○
学
校
給
食
費
の
改
定

　○
福
祉
会
館
の

　
　
　
　
　
　耐
震
補
強
工
事

　○
高
倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　次
期
更
新
施
設
計
画
地
の

　
　決
定

︻
２
月
２４
日
の
議
題
︼

１．

平
成
２６
年
度
毛
呂
山
町
一

　

般
会
計
予
算
の
概
要
説
明

●
本
と
の
出
会
い

　家
に
﹁
世

界
文
学
全
集
﹂
が
あ
り
ま
し
た
。

●
本
を
好
き
に
な
る
コ
ツ

　興

議会の動き

傍
聴
席

味
の
あ
る
本
が
身
近
に
あ
る
こ

と
。
子
ど
も
達
に
は
読
み
聞
か

せ
を
。

●
町
民
皆
さ
ん
へ

　図
書
館
は

税
金
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

﹁
ど
ん
ど
ん

　ご
利
用
下
さ
い
﹂

　現
在
、
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
布
絵
本
、
毛
呂
山
の
﹁
昔

話
﹂
・
﹁
草
木
﹂
編
纂
も
進
行
中

で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

−　１６　−

へ
ん
さ
ん

１月３１日
２月　１日
　６日
１０日
１３日
１８日
１９日
２１日

２４日

２５日

３月　３日
　

２０日
２８日

４月　２日
１０日
１７日

全員協議会
第８３号議会だより発行
坂戸地区衛生組合議会定例会
広域静苑組合議会定例会
入間郡町村議会議長会
埼玉西部環境保全組合議会定例会
西入間広域消防組合議会定例会

議会運営委員会
全員協議会
埼玉県町村議会議長会総会

第１回（３月）定例会
議会運営委員会
広域静苑組合議会全員協議会

議会だより編集委員会
議会だより編集委員会
議会だより編集委員会

次回定例会は６月です。

３月定例会傍聴者数

〜

傍聴者数（人）本会議日

３月　３日 （月）
３月　４日 （火）
３月　５日 （水）
３月　６日 （木）
３月　７日 （金）
３月２０日 （木）

１４
４０
３１
　０
　１
　０

　新
緑
が
目
に
あ
ざ
や
か
な
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
春
は
、
気
温
や

気
候
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
進
学

や
就
職
、
引
越
し
、
転
勤
な
ど
、

生
活
に
お
い
て
も
「
変
化
の
季
節
」

で
す
。
新
年
度
に
な
り
、
新
生
活

が
は
じ
ま
り…

「
あ
れ
を
始
め
よ

う
！
」「
こ
れ
も
や
っ
て
み
よ
う
！
」

と
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。周
り
の
環
境
が
変
わ
り
、

そ
れ
に
馴
染
も
う
と
す
る
こ
と
は
、

自
分
で
思
っ
て
い
る
以
上
に
気
力

や
体
力
を
使
い
ま
す
。
頑
張
り
す

ぎ
て
疲
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
深
く

考
え
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
り…

そ
う

な
る
と
、
心
も
体
も
ま
す
ま
す
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
に
は
、
お
い
し
い
食
事
と
た
っ

ぷ
り
の
睡
眠
。
そ
し
て
、
好
き
な

こ
と
を
し
て
、
心
か
ら
楽
し
い
と

思
え
る
時
間
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　皆
さ
ん
が
ス
テ
キ
な
春
を
過
ご

せ
ま
す
よ
う
に…

。

　
　
　
　
　
　（荒
木
　か
お
る
）

委
員
長

副
委
員
長

委

員
〃〃〃

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　（議
長
）

藤
岡
　健
司

岡
野
　
　勉

弓
田
　茂
樹

佐
藤
　秀
樹

荒
木
か
お
る

千
葉
三
津
子

下
田
　一
甫

中
井　

達
夫　

氏

人

事

全
員
協
議
会

教
育
委
員
︵
再
任
︶

街
角
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

【
今
回
の
登
場
人
物
は
】

毛
呂
山
町
立
図
書
館
で
働
く

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
毛
呂
Ｂ
０
０
Ｋ
」　

館
長
代
理
の
神
野
昌
子
さ
ん

「
図
書
館
は
町
民
皆
さ
ん
の
も
の
」

毛呂山・越生・鳩山公共下水道
組合議会定例会

で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
人
事

退
職　

議
会
事
務
局
長坂

下　
　

均

異
動　

住
民
課
主
幹

塩
野　

広
子

新
任　

議
会
事
務
局
長瀬

波　

行
男

新
任　

庶
務
・
議
事
主
任

田
邉　

康
子

【神野さん】
手に持つのは、布絵本と毛呂山の昔話「切り絵」
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